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国
の
労
働
制
度』

(

昭
和
三
十
八
年)

、

又
、
•
上
妻
隆
栄
氏
の『

中
国
市
場
の
構 

造
的
変
革』

(

昭
和
三
十
八
年)

の
第
三
編
第
三
章
の「

計
画
価
格
の
制
定
と
価 

格
管
理」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
1

小
嶋
氏
の
こ
の
労
作
は
、
そ
の
序
文
に
平
井 

泰
太
郎
氏
が
-「
儀
我
壮
一
•
郎
氏
の
貴
重
な
研
究『

現
代
中
国
の
企
業
形
態』

に 

続
く
新
人
の
出
現」
，と
し
て
評
価
さ
れ
た
、
経
営
管
理
論
の
中
国
に
お
け
る
社 

会

主

義

経

済

発

展

方

式

，に
基
づ
，く
適
用
と
そ
の
。展

齓

で

あ

る

_か
、;;
,

本
書
は
%
の 

後
の
中
国
経
済
発
展
と
経
営
管
理
‘

分
析
め
進
展
を
ふ
ま
え
て
、
更
に
体
系
化 

に
一
ふ
み
だ
し
た
も
め
と
：い
え
よ
ぅ
>
:

V

序
章
，：
経
営
管
理
め
：体
系
。
：

第

一
章
営
企
業
の
組
織
と
管
理
。.
'
:
第 

V

一

章
.
中
国
経
済
の
.
発
展
と
経
営
管
理
;0
.

第
三
章
国
営
企
業
の
.
管
理
原
' 

則
プ
：
第

四

章
'

国
営
企
業
‘の
：生

産

管

理

。
.

.

第

五

章

';
国
営
企
業
の
労
務
管 

理
"

.

第

六

章
.
国
営
企
業
の
.
財
務
管
理
。

.第

七

章

..人

民

公

社

の

経

営

管 

理
。

.

か
ら
な
っ
て
い
る
i

は
，
へ社
#
主
義
経
済
学
の
基
本
的
論
理
の
上
に
_ 

;1
>

0
.か
り
.立
っ
て
、
#

に
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
特
質
と
、
そ
れ
に
照
応
す 

る
社
会
的
労
働
の
性
格
に
基
点
を
お
き
、
社
会
主
義
企
業
の
基
本
原
則
を
さ
ぐ 

ろ
ぅ
と
す
る
。.

こ
の
社
会
的
労
働
の
社
会
主
義
的
性
格
は
近
年
学
会
で
取
上
げ 

ら
れ
は
し
て
も
、
我
が
国
の
社
会
主
義
経
済
学
.の
.視
店
か
ら
は
、

一
方
で
所
有
. 

制
と
体
制
論
、
他
方
で
価
値
法
則
.
原
価
計
算
、
投
資
効
率
論
の
展
開
の
谷
間 

に
ひ
そ
办
観
が
な
い
で
も
な
か
：っ
た
':
°

社
会
主
義
企
業
の
第
'一
段
階
に
お
け
る
_ 

性
格
規
定
と
、
独
立
採
算
制
原
則
♦

単

独

責

伍

制

に

つ

い

，
て
、
又

、
中

国

.の
独 

自

な

経

営

管

理

原

則

と

し

て

の

「

両

参
:*
一
 

改

•

三
結
合
の..原

則」

■■

の
.
.
性

格

に
 

つ
い
て
も
、
又
、：

国
営
企
業
の
財
務
管
理
め
総
合
目
的
と
し
て
の
収
益
性
.
0
 

潤
処
分
計
画
遂
行
の
統
制
を
め
ぐ
っ
ノ
て
も
、：：
論
ず
べ
き
点
は
限
り
な
く
あ
る

が
、-
紙
数
も
つ
き
’
た
の
で
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
'。

本
書
の
ょ
ぅ
な
、
経
済
学
の
基
盤
の
上
に
体
系
化
さ
れ
た
中
国
社
会
主
義
企 

業
経
済
学
の
#

門
書
の
出
現
を
深
く
喜
.ぶ

，の

は

筆

者

ば
か

.り

"で

.は

な

い

の

で

あ
 

る
。
 

-

-

.

(『

中
国
の
社
会
主
義
企
業』

-.
.ミ
、不
ル
ヴ
ァ
書
房
，

<

5
 
•■三
〇
〇
頁
• 

一
 

ニ
〇 

',

,•.
:
〇
円
。
：

い

『

現
代
中
国
の
経
営
管
理

』

ダ

ィ

ヤ

モ

ン

ド

社
• 

A

5
 
.
三
〇 

:

.

'

ニ

直

，
九
八
：〇
円
。
>

.

,

.

■

:

v
日
本
経
済
調
査
協
y

 

.

^

 

-

-
 

'

-'
.

'

I

国
連
貿
易
開
発
会
議
を
中
心
と
し
て——

.

-

:

深
.海
博
明

.

.

.

.
■

.

.
 

j

 

:

:

‘：：.：
現
代
の
.世
界
経
済
の
中
心
的
な
問
題
が
、
い
わ
ゆ
る
南
北
問
題
で
あ
る
こ
と 

.

に
は
、
意
見
の
一
致
が

^
*
し
て
い
る
。
た
と
'え
ば
そ
れ
を
•象

徴

す
る
も
の
と 

し

て

、
：

一-
九
六
.〇

年

代

は

南

北

問

題

の

時

代

で

あ
る
と
い
わ
れ
、-'
'

国
際
連
合
で 

4

こ
の
六
〇
年
代
を
'「

開
発
の
ー
〇
年」

と
名
づ
け
、
こ
の
一
〇
年
の
主
要
経 

済
目
標
は
、.
開
発
途
上
.
の
諸
国
.(d

e
v
e
l
o
p
i
n
g
I
n
t
r
i
e
s
)

が
、

一
九
七
〇
年
ま 

で
に
最
低
年
率
五
%
で
成
長
す
る
.よ
う
な
条
件
を
作
り
出
す
ご
と
で
：あ
る

と

し
"
.
先
_

•

低
.開
発
国
が
協
力
し
て
:'
'

南
北
問
題
、
南
北
の
発
展
格
差
解
消
土
光
繁

®

川
島
播
磨
重
工
業
株
式
会
社
会
長
を
委
員
長
、■
山
本
登
教
授
を
主 

の
•問
題
に
と
り
組
ま
ん
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
国
連
の
こ
の
'開
発
目
標
は
国
際
査
と

L

>

主
と
し
て
関
係
官
庁
、_
民
間
の
三
十
数
氏
を
動
員
し
て
ま
と
め
ら
れ 

質
易
と
援
助
に
対
し
て
直
接
的
関
連
を
も
.つ
て
ぃ
‘も
こ
.
と
が
、
：全
世
界
的
に
受
.

た
も
の
で
あ
ケ
、
各
分
野
の
専
門
家
が
''

そ
れ
ぞ
れ
個
人
的
見
解
な
が
ら
、：
数

i
け
入
れ
ら
れ
、
低
開
発
国
の
成
長
を
促
進
し
:'
.
.こ
れ
を
妨
げ
な
い
よ
ぅ
な
国
際
. 

.質
易
環
境
を
作
り
出
す
た
め
に
、
一
九
六
.
四
年
三
月—

六
月
.、ジ
i

ネ

ー

ブ

：
で

世
 

界
.

1

5

力
国
の
参
加
を
え
て
、

第

|

回
国
連
貿
易
開
発
会
議
が
開
催
さ
.

れ
て 

い
る
。
本
報
告
書
は
、
：こ
の
よ
ゔ
な
世
界
®

済
の
展
開
を
、
：と
く
に
国
連
貿
易
. 

開
発
会
議
に
中
心
を
お
い
て
と
ら
え
、：

南
北
問
題
の
基
本
的
考
先
方
を
明
ら
•
か
. 

に
す
.る
：と
と
%-

に
、
'-

こ
：の
会
議
.に
よ
っ
.て
^

の
：よ
ぅ
な
結
論
が
蓴
き
出
さ
れ
、

： 

.

ま
た
そ
れ
が
2
1
本
の
経
済
に
対
し
て
"

'
ど
，の
'
よ
ぅ
な
影
響
を
与
え
る
か
、
そ
し 

..て
日
本
は
：こ
■
れ
.に
.ど
.
5

対
処
す
ベ
，き
か
^

い
.
.
0 

.
た
.問
題
を
.総
括
的か

；.

つ
..
詳

細

に
 

，
論

議

：

•

分
析
し
.て
、お
り
、/
と
.
べ
に
次
の
意
味
；.，
理
由
に
よ
っ
て
、
重
要
な
注
目
：
 

に
値
す
る
も
办
と
な
.
っ
で
1>
'

る
。
.

-

.

■

て

.

'

へ

 

.

.第
ー
に
ー
本
報
告
書
の
冒
頭
に
提
言
が
か
か
げ
ら
れ
て
お
り
ぺ
南
北
問
題
に
：
 

対
す
る
積
極
的
姿
勢
が
}
か
が
わ
れ
る
こ
ど

、
；

と
く
に

日
本
経
済
調
査
協
議
会 

が
財
界
の
調
查
機
関
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
：.る
以
上
、
あ
.る
程
度
の
財
界
.
r
 

済
界
の
■
こ
の
問
題
に
対
す
る
方
向
.を
明
ら
か
に
し
て
い
る
.こ
と
、
第

霉

報
 

告
書
全
体
が
、
.
経
済
：

g

合
理
性
.に
；よ
る
分
析
に
中
心
を
お
い)

て
，
お

り,;
'
:
南

北

問
 

題
に
対
す
る
通
念
、> 

新
し
.い
.常
識
を
打
ち
.出
し
.
て
_
い
る
.こ
と
、.
第

三

に

、

.：

日
本 

.

に
視
点
を
.お
ぎ
つ
' 

つ
も

、

パ
南
北
問
題
i

す
る
基
本
的
考
え
方
に
は
じ
.
ま
り
、.

：

.，
 

菌

北

問

題

：に

対

す
る
わ
が
国
の

'経
済
政
策
の
論
_

に
1>
-

た
る
ま
で
、
非
常
.に
#: 

括
的
か
つ
広
範
に
問
題
が
と
ら
え
ら
れ
て
お
.り
.、V
南
北
問
題
に
関
す
も1

種
の 

パ
ィ
ブ
ル
.な
.い
し
辞
典
的
役
割
を
果
し
て
-ぃ
る
こ
.と
:;
'

窠

四

に

、
本

報

告

書

は

.、
へ

.

.

書

.

評
.- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 多
く
.の
専
門
的
研
究
を
行
な
-0

て
い
る
こ
と
、
等
々
で
'あ
る
"

b

た
が
ら
て
マ
本
報
告
書
は
々
南
北
問
題
：に
関
し
て
関
心
を
も
つ
す
べ
て
の 

人
々
に
#

し)

て
、
興
味
あ
る
参
照
す
ベ
き

も

の
と
な
っ

て
.；

い
る
。
.

す
な
わ
ち
南 

北
問
題
に
関
す
る
基
礎
的
理
解
、
。ハ

ー
ス
ぺ

タ

テ

ィ
ブ
を
与
え
る
啓
蒙
書
で
あ 

る
と
と
も
に
',
'

国
連
賀
易
開
発
会
議
の
経
緯
ど
問
題
点
、.
そ
の
後
の
展
開
を
知 

る
参
考
書
で
も
あ
り
、：
ま
だ
わ
が
国
の
'
と
る
べ
き
態
度
，

方
向
、
各
産
業
部
門 

'
別
.
の
政
策
を
示
唆
す
る
政
策
指
示
書
で
も
あ
る
の
で
あ
る
* 

V

.

ニ 

.

.

.

.

:ッ
.

'

本
報
告
書
の
.

構
成
に
お
.

い
.

て
：.は
、
ま
ず
五
〇
頁
弱
の
提
言
と
要
約
が
、
約
五 

'百
頁
も
の
本
論
に
先
立
っ
.

て
存
在
し
て
お
ゥ
、
；
本
論
は
、

三

部

(

第
一
部
、
南 

■

北
問
題
の
：基
本
的
考
え
方
、
第
一
.

一
部
、.

国
連
質
易
開
発
会
議
の
経
緯
と
問
題
点
、
第 

一

1

一
部
，
：南
北
問
題
.

と
'

わ
が
：国
の
.

経
済政策

)

，；よ

こ

.，
の
本
論
の
内
容
は
要 

約
^

お
い
，て
が
な
り
よ
く
、
：簡
潔
に
説
明
さ
れ
て
い
.

る
。

■

未
論
の
中
で
：ば
、
，
.，第
一
部
は
、
' 

世
界
経
済
論
お
よ
び
国
際
経
済
学
な
い
し
低 

■開
発
国
開
発
理
論
を
.基
礎
に
"
南
北
問
題
の
本
質
と
低
開
発
国
経
済
発
展
の
基 

.本
的
方&

が
明
ら
か
に
.さ
れ
て
お
..り
、
：興
味
深
い
。
.
ま
た
第
二
部
は
.、
第

一

回 

国
連
質
易
開
発
会
議
の
経
轉
と
問
題
点
を
明
確
に
ff
i

解
す
る
た
め
に
は
有
用
で
. 

あ
り
：
、
'第
三
.部
は
、
：.わ
が
国
の
：産

業

部

門

別

の

と

'る

べ

き

政

策

お

よ

び

質

易

政 

策
、
融
資
，
‘援
助
政
策
.、
産
業
調
整
政
策
に
関
す
る
詳
細
な
分
析
が
行
な
わ
れ

/ 

八

九

(

七
八
一)



て
お
り
、
こ
の
点
に
関
心
あ
る
人
々
に
と
っ
て
は
赀
Ir
r

で
お
る
。

こ
こ
で
は
、
提
言
と
第
一
部
に
中
心
を
お
い
て
紹
介
を
行
な
い
、
第
二
部
*

第1
1

一
部
は
簡
単
に
ふ
れ
る
に
と
ど
め
る
‘。.
そ
の
：理
由
は
、.
第1

1

部

•
第
三
部
で 

■は
、
基
^

:§

問
題
を
別
に
す
れ
ば
-
.問
題
は
非
常
に
個
別
的
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ 

れ
を
詳
細
に
論
^
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る

。

.

. 

く
■
二
'

:
.

-.
>

''
.

.■
■
'
■
.
:':
:

卜

：
.
' く

へ

：

 
一：

：

' V

 
三

. .

. 

:

:

.

史
ず
提
言
をA

J

り
あt

る
。
提
言
の
：要
旨
は
、
.
南

北

問

題

に

積

極

的

、

前
向 

き
に
と
り
組
む
必
要
が
あ
り
，
.
と
く
に
本
質
的
に
は
産
業
構
造
の
.
調

整；•：

高

度
 

化
に
ょ
づ
て
觫
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
^

ろ
う
。
'

::
:

提
言
は
、：
附
記
を
の
ぞ
け
ぱ
、':
次
の
八
つ
ょ
り
な
石
。

.:
-
.

>:
'

1

:

.今
後
の
世
界
政
治>

経
済
の
動
陴
の
規
制
耍
因
と
し
_て
、
南
北
問
題
の 

1&

耍
性
を
認
識
す
べ
き
.で
^

る
。
i

と
く
に
南
此
問
題
は
東
西
問
題
と
絡
み 

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
. 

'い
：づ
そ
う
の
複
雑
性
を
呈
し
て
お
り
、

.

第
.
一
回
国
連
贸 

易
.
_
発
会
議
で
提
出
さ
れ
た
''「

援
助
ょ
り
も
贸
易
を
1
:'
.
.い
わ
ば
生
存
.«

確
保
の
_ 

低
開
発
国
侧
の
蕋
本
的
要
求
を
無
視
し
え
な
い
。
，_
 

-

n

南
北
問
題
に
対
処
す
る
日
本
の
.基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
、
前
向
き
の
態 

度
で
臨
む
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
:0
i

わ
が
国
も
国
民
所
得
の 

一
%:
■の
援
助
資
. 

金
の
拠
出
に
努
カ
す
べ
き
で
あ
る
が
、
反
前
、
日
本
の
置
か
れ
た
特
殊
的
地
位 

な
い
し
は
特
殊
事
情
に
つ
い
て
、
先
>

後
'進
国
の
双
方
に
対
じ
て
理
解
を
求
め 

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
日
本
と
し
て
は
ア
ジ
ア
諸
国
と
く
に
近
隣
諸
国
に
重 

点
を
お
く
。

•

In
.
南
北
問
題
ひ
い
て
は
低
開
発
国
問
題
の
展
開
に
対
し
て
、.
日
本
と
し
て

ノ 

.
 

九
〇

(

七
八
ニ)

基
本
的
•

辑
合
的
な
"政
策
の
確
立
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。——

わ
が
国
に
対
し 

て

は「

か
け
声
ば
か
り
の
経
済
協
カ
1_

と
い
ぅ
非
難
も
あ
り
、
大
局
的
見
地
か 

ら
短
期
•

長
期
に
分
け
、
地
域
的
に
ど
こ
に
重
点
を
お
く
か
、
ど
の
商
品
の
輪 

入
を
蜇
視
す
る
か
、
国
内
の
鹿
業
調
整
を
ど
ぅ
す
る
か
だ
ど
の
諶
本
政
策
を
確 

.立
す
.る
.こ
.
.と
が
必
要
.で
あ
る
。

；

IV
:
.
.
.
.
:
.
.
'

日
本
の
屮
.
シ
、ョ
：ナ
ル
：：，
イ
ン
テ
レ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
上
で
、.
南
北
問
題 

:
の
進
展
に
.対
応
1>

て
：の
日
本
の
在
り
方
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。—

日 

，本
経
済
の#

殊
性(

中
進
国
的
性
格)

の
：配
慮
の
上
に
へ
.

日
本
の
ナ
V

V

ョ
ナ
ル
：

:

ン
....テ
：.レ
，ス
.
'ト
フ
リ
j

、、シ
ョ
：ナ
.ル
：.，*
'̂

シ
' 

テ
レ
.ス
.
h

:.
'

イ
ン
.タ
ー
.
ナ

シ

：
ョ
.
.
ナ

ル
+

イ
ン
，チ
.

^
ス
'ト
の
調
整
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
.な
い
。：

V
 

.
日
本
の
対
低
開
発
国
政
策
に
は
、
柔
軟
性
な
い
し
弾
力
性
を
も
た
せ
る 

こ
と
が
切
望
さ
れ
る
0:
'

_

た
と
え
ば
低
開
発
国
間(

先
発
後
進
国
と
後
発
後 

進
国
間)

.
の
経
済
発
释
水
準
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
着
目
し
て
、
(1
)

一
 
人
当
り
所
得

一
 

0

Q

ド
ル
以
下
0

未
開
発
国
に
対
1>

て
は
、
_
社
会
政
策
的
な
贈
与
、
⑵

同
ニ 

〇
〇
~

三
.〇
〇
ド
ル
の
典
型
的
な
低
開
発
諸
国
に
は
、
商
業
べ
ー
シ
ス
：で
の
融 

資
政
策
、
(3
)

同
三
〇
0

ド
ル
以
：4
の
上
級
低
開
発
国
に
は
、
技
術
協
カ
や
経 

営
能
力
の
貸
与
，
が
.
#
’効
で
あ
り
、.
極
端
な
場
合
に
は
、
相
手
国
側
の
特
殊
事 

情
に
対
応
し
て
の
.ケ
ー
ス
•

、、ハ
イV

ケ
ー
ス
的
ア
.プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。

叭
日
本
の
対
攸
開
発
国
経
済
協
カ
政
策
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
次
の 

‘三
部
門
に
つ
い
て
積
極
的
な
試
案
を
提
言
す
る
。

：——

⑴

広
義
の
援
助
の
拡 

充
に
つ
い
て
、
地
域
的
に
も
、：
対
象
物
件
'に
つ
い
て
も
、
.
い
.っ
そ
ぅ
選
択
的•

:

重
点
的
.実
行
が
望
ま
し
.く
、''
長
期
.
•
低
利
の
資
金
供
与
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た 

投
資
保
証
制
度
の
設
立
も一

考
に
値
す
る
。
⑵

一
次
産
品
買
付
け
拡
大
に
.つ

い
て
、
種
目
別V

品
目
別
に
き
め
.
の
細
か
い
施
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
た
と 

え
ば
鉱
産
資
源
に
つ
い
て
は
開
発
輸
入
方
式
の
適
宜
な
採
用
が
必
要
で
あ
る
0 

(3
)

製

品

•
半
成
品
の
輸
入
増
強
に
つ
い
て
、
低
開
発
国
産
品
の
た
め
に
で
き
' 

る
だ
け
門
戸
を
開
放
し
て
や
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

.

VI
I

わ
が
国
自
身
の
0

業
の
高
度
化
、
製
ロ I.

の
高
級
化
の
努
力
を
怠
る
こ
と 

.

は
許
さ
れ
な
い
0

I

わ
が
国
自
身
も
、
'重
化
学
工
業
化
の
い
っ
そ
う
の
推
：

.

.
進
、
国
^

^

争
力
の
強
化
に
努
め
る
べ
き
で
あ
り
、
軽
工
業
•
雑
貨
工
業
等
に 

つ
い
て
は
、

一
方
に
お
い
て
製
品
の
高
級
化
を
図
る
と
と
も
に
、
■
一
部
衰
退
産 

業
に
関
し
て
は
'、
国
内
的
転
換
促
進
政
策
の
遂
行
が
必
要
で
あ
る
。

.

观
国
内
に
お
け
る
産
業
調
整
の
遂
行
に
関
し
て
は
、
政
府
に
ょ
る
行
政 

的
•
立
法
的
促
進
策
の
適
用
を
望
み
た
い
。——

根
本
的
に
■は
、

各

産

業

•
企
業 

ベ
ー
ス
で
の
自
主
的
な
調
整
•

改
革
の
努
力
が
前
提
と
な
ら
ね
ば
な
ら
.な
い 

が
、
徳
合
的
見
地
か
ら
す
る
産
業
転
換
助
成
法
の
如
き
、
'強
力
な
立
法
措
置
の

(

注
4) 

•
.

 

•

適
用
が
望
ま
れ
る
。

.

、
.

さ
ら
に
附
記
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
提
言
が
日
本
の
立
場
や
役
割
に
重
点
を
置 

き
す
ぎ
た
嫌
い
が
あ
る
の
で
低
開
発
国
側
べ
：の 
一
,
つ
の
要
請
が
明
示
さ
れ
て
い
. 

る
。
す
な
わ
ち
、
⑴

低
開
発
諸
国
自
ら
の
自
立
化
の
努
力
が
、
い
っ
そ
う
稹 

:

極
的
に
推
進
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
⑵
■
新
興
独
立
国
の
旺
盛
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ 

ズ
A

の
抬
頭
に
附
随
し
が
ち
な
利
己
主
義
的
な
態
度
を
反
将
し
、
少
な
く
と
も 

近
隣
諸
国
相
互
間
で
の
サ
ブ
.

.

^

,

1ジ

3
ナ
ル
な
，

「

経
済
開
発
共
同
体」

I

 

。
開

発

計

画

に

つ

い

て

の

，相

互

的

な

調

整

を

嘆

行

す

.る
I

の
形
成
が
望
ま
れ 

.■

る
。

.

.
'
V 

-

.
.

以
上
が
提
言
の
主
悪
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
て
も
明
ら
か
な
ょ
う
に
、

'
J
.書 
' 

評

.

.へ*
'
.
'
.
'
.

斬
新
性
に
は
乏
し
い
が
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
.経
済
的
合
理
性
に
も
と
づ 

け
ば
、
当
り
前
の
こ
と
と
し
て
納
得
さ
れ
る
も
の
で
：あ
ろ
う
。

四

次
に
'

本
論
.に
入
り
' 

こ
れ
ら
の
提
言
の
背
後
に
存
す
る
南
北
問
題
の
基
本 

的
考
え
方
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
こ
で
は
、
世
界
^
済
に
お
け
る
南
北
問
題
の
意 

義
•
•，展
望
と
、
低
開
発
国
経
済
発
展
の
基
本
的
方
法
が
問
題
の
中
心
と
な
る
で 

'

ぁ
ろ
う
.-
°

•

ま
ず
第
二
次
大
戦
後
の
世
界
経
済
の
展
開
を
四
つ
の
期
間(

世
界
経
済
の
戦 

.

争
直
後
の
混
乱
期
、.
次
の
：復
興
期
、
.
さ
ら
に
不
安
定
で
'あ
っ
た
が
成
長
期
、
そ
し
て 

現
在
の
転
換
期)

に
分
け
、

現
在
の
転
換
期
は
南
北
問
題
と
国
際
流
動
性
問
題 

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
全
体
と
：し
て
は
、
戦
後 

初
期
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
展
方
向
のt

l

索
の
後
で
、
し
ば
ら
く
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル 

■な
結
合
に
解
決
を
求
め
て
き
た
が
、
将
来
に
向
っ
て
の
拡
張
的
発
展
の
た
め
に 

は
、.
玉
び
新
.し
く
グ
ロ
一
バ
ル
な
方
^

に
、

今
後
の
進
路
を
求
め
ざ
る
を
え
な 

い
段
階
に
立
至
り
、
低
開
発
国
グ
ル
ー
プ
が
世
界
の
い
わ
ば「

第
三
市
場」

と 

し
て
、
.
直
接
に
は
南
北
質
易
拡
大
の
、
そ
し
て
広
く
は
世
界
市
場
拡
大
の
た
め 

の
対
象
->
1

し
て
注
'目
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
り
、
低
開
発
国
側
の
発
展
格
差
是
正 

の
主
体
的
要
求
と
と
も
に
、.
南
北
問
題
は
、
世
界
経
済
の
長
期
の
包
括
的
な
問 

題
と
し
て
把
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

.

と
く
に
低
開
発
国
側
に
従
来
の
極
端
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
反
省
と 

覚
醒
が
生
じ
、.
.
.国
連
貿
易
開
発
会
議
に
お
け
る
主
張
に
み
ら
れ
るよ

.；

う
.
に
、
. 

「

援
助
よ
り
も
贸
為
を」

な

い

し「

援
助
も
質
易
もJ

の
主
張
が
う
ち
出
さ
れ
、

九

一

(

七
八
三)



何
ょ
り
も
輸
出
質
易
の
拡
大
に
基
礎
を
お
い
た
経
済
開
発
の
推
進
と
い
ぅ
正
常 

な
コ
ー
ス
の
確
立
が
望
ま
れ
る
と
と
も
に
、
援
助
而
に
お
い
て
も
、
そ
の
国
際 

化 
>
.効
率
化
.が
は
.か
ら
れ
：る
こ1:と
.と
.
な
つ
.た
の
.で
あ
る
。

：

‘
.
''
:
'
.

:
し
か
':
%

南
北
問
題
の
集
約
的
表
現
で
あ
る
世
界
市
場
の
：拡
大
、
世
界
市
場
の 

再
編
成
の
問
題
は
，
そ
の
基
本
に
お
い
て
、
；先
：V
後
進
国
双
.方
.に

お

け

る

国

内 

産
業
構
造
，の
調
整
の
必
要
性
を
課
す
る
の
で
あ
り
、
南
北
問
題
解
決
の
基
本
策 

と
し
て
の
産
業
構
造
調
整
が
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
'

同
時
に
低
開
発
国
の
.今
後
の
進
路
を
考
慮
す
る
ぅ
え
で
、
弱
小
低
開
発
国
の 

あ
り
方
•

小
国
論
の
究
明
が
肝
要
で
あ
.
り
”

こ

こ
に「

経
済
開
発
共
同
体」

.

.の

. 

'構
想
の
.重
要
性
が
明
示
さ
れ
石
。

-■
:

,
次
に
低
開
発
国
経
済
の
実
態
と
^

の
発
展
の
基
本
的
方
向
が
検
討
さ
れ
る
。

,

低
開
発
獨
で
は
ノ
経
済
活
動
を
含
む
全
て
の
.
社

会

活

動

が

慣

習

的

：で
あ
り

、
. 

多
く
'の
未
開
発
な
資
源
泌
存
在
す
る
と
.
‘同
時
に
、
...伝
統
的
社
会
と
飛

地

的

。フラ 

ン
ー
アー
ダ

ョ
：
ン
、-'鉱

山

、
油

田.と
：の
プ
ー重
.(

経
済)

社
会
を
構
成
し
て
い
る 

.こ
れ

ら

諸
国
は
戦
後
の
.政

治

的

独

立

と
.と
も
に
経
済
的
独
立
の
達
成
に
努
め
た 

が
、
経
済
の
非
効
率
化
を
ひ
^

お
こ
し
、
国
際
分
業
の
利
益
•
殳

双

優

位

原

理 

お
ょ
び
国
内
市
場
規
模
等
は
無
視
さ
れ
て
き
た
。：；
こ
れ
と
関
連
し
て
，
‘
天
^
員 

漪
と
国
の
規
模
が
重
袈
な
役
割
を
果
た
^

て

い

る

。

.
：

経
済
発
展
の
戦
略
と
-L

て
の
牛
心
課
題
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
来
て 

い
る
。
ま
ず
.

1:

九
一
四
年
な
い
し
ニ

九

年

ま

で

は

、

国

に

経

済

発

展

の

機

会

.を 

与
え
る
も
の
は
天
然
資
源
の
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
:0

こ
れ
は
貿
易 

重
视
の
考
え
方
と
も
隣
り
あ
つ
て
い
る
の
で

あ
り
、

こ
の
点
で
は

、

.
’
D
 

. 

C
 

, 

'ノ 
■彳
ス
の
経
済
開
発

.，の

童

要

商

品

^

^

^

^

of... e
c
o
n
o
m
i
c
'

 

d
e
v
e
l
o
p
-

m
e
n
t
)

が
着
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
戦
後
に
な
っ
て
、
資
本
の 

存
在
な
い
し
資
本
菩
積
こ
そ
経
済
発
展
の
主
導
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ 

.

う
に
，な
?

た

.0

し
か
^

今
日
で
は
、
.企
業
家
能
力
な
い
し
経
営
能
力
の
供
給
が 

資
本
の
供
給
と
劣
ら
ず
重
要
で
あ
る
こ
と
が常

！！

化
し
、
さ
ら
に
ご
く
最
近
で 

'
は
、
入

的

投

資

な

い

.し

改

良

技

術

0
導

入

の

よ

う

な

nonleQpye&Qnal 

j 
口丨 

p
u
t

の
，重

要

性

を

強

調

す

る

傾

向

が

み

ら

れ

る

。

し
た
が
っ
て
、

戦
略
と
し
て
は
、
社
会
的
間
接
資
本
の
形
成
、；
重
要
輸 

出
商
品
の
発
見
と
と
も
に
、,
，
国

内

資

本

の

形

成

が

重

要

で

あ

り

、

外
国
資
本
の 

.導
入
は
.、
外
国
か
ら
で
な
け
れ
ば
調
達
で
き
な
い
め
®
の
輸
入
に
限
る
と
い
う 

厚
則
を
打
ち
立V

、

さ

ら

に

技

術

援

助

、

産

業

教

育

^ '
重

視

さ

れ

ね

ば

な

ら

な 

い
。：，し
か
し
経
済
開
発
に
，お
：い
て
、
各
国
が
い
か
な
る
発
展
パ
タ
ー
ン
を
と
る 

べ
き
か
の
問
題
は
劃
一
的
に
は
決
定
で
き
，な
い
の
で
，あ
り
、，
低
開
発
国
側
に
よ 

石
ヶ
.—

：ス
ン
'
バ
ィ
.
*'

ヶ
~

ス
的
な
選
択
が
必
要
で
あ
る
。

'

.

.と
く
に
日
.本
.の
援
助
問
題
に
：関
し
て
は
、
.
過
度
に
輸
出
の
振
興A

J

結
び
つ
い 

た
援
助
に
片
ノ
よ
っ
て
い
：る
事
実
が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
い
わ 

ゆ
る
.
.一
次
産
品
の
安
価
な
、
か
つ
，安
定
し
た
供
給
源
開
拓
の
た
め
の
援
助•

開 

発
輸
入
：の
.童
要
性
お
0:
;
び

技

術

協

力

を

行

な

う

余

地

が

大

き

い

こ

と

が

強

調

さ 

れ
て
'い
る
と
と
も
に
、」

よ
り

積

極

的

に

貿

易

政

策

を

.通

じ

て

世
界
質
^

の
，パ
タ
. 

—
■V

を
変
化
.せ
し
め
る
手
段
の
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
::
0

:

,
’

こ
.
の
よ
う
に
第
一
，部

に

お

い

て

は

、

.南
北
問
題
の
基
本
的
な
考
え
方
が
、
.か 

な
り
明
確
に
か
つ
よ
く
整
理
さ
れ
た
形
で
展
開
さ
れ
.て
お
り
、
..理
論
的
な
面
で 

も

注
'0

さ
れ

る.
の
^

あ

る
。

:

■

:

. 

五

ぐ
,
.
:
'
.
,
. 

.

第

二

部

の

国

速

貿

易

吼

発

会

議

の

経

緯

ど

問

題

点

の

部

分

は

"

-:
-
の
問
題
に 

関
す
る
ょ
く
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
.
し

て

は

注

目

さ

れ

、
：利

用

価

値

.は
高
い
が
、
： 

U
:
が
し
す
.で
に
か
な
り
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
"

こ
こ
で
は
、
主
要
な
点 

を
列
挙
す
る
に
と
、ど
め
た
い
。
ま
ず
会
議
全
般
に
関
し
て
は
、
で 

. 

一
、
.1
南
北
問
題
が
世
界
的
規
模
で
と
ゥ
お
げ
ら
れ
た
は
じ
名
て
の
会
議
で
：あ
■ 

り
、.
と
に
か
く
こ
の
問
題
に
対
す
る
関
心
t

深
め
、
世
界
の
認
識
を
深
め
た
こ
. 

と
，
ニ
、
低
開
発
国
の
経
済
的
困
難
が
従
来
の
援
助
の
拡
大
だ
け
で
は
ど
ぅ
に 

も
な
ら
ず
、
貿
易
を
通
ず
る
開
発
が
考
慮
ざ
れ
ね
ば
な
本
な
い
こ
と
を
明
確
化
.

,

し
だ
.

£
と
、.
岂
、
:
.会
議
を
通
じ
て
，
プ
1>
-

ビ
’
ッ
シ
ユ
報
告
が
讓
論
を
進
め
て
：い 

“
く
上
..で
.
の
ガ
丨
ド
_ 
'
■
ラ
ィ
ン
"
に
か
' 

0
た
.こ
.

.

四
、.
.低

開

発

国

七

十

五

力

..
国

が
 

二 
.

つ
の
ま
.と
ま
り
を
み
せ

、
' 

終
始
統
一
戦
線
を
は
り
、
ほ
と
ん
ど
す

ベ
て
の
重 

要
問
題
に
対
し
.て
同
一
.
行

動

を

ど

，
り

た

こ

と
:.
'

五
，
こ
れ
に
対
し
、
先
進
国
侧 

は
不
統
一
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
、
ィ
ギ
リ
ス
，

フ
ラ
ン
ス
と
E

E

C

な
ど
が
意
' 

見
の
対
立
を
み
せ
た
と
と
、
六
、
ソ
連
圏
諸
国
が
比
較
的
穏
健
で
あ
っ
た
こ 

:
と
、
.七
、
日
本
は
:'

そ
の
，経
済
的
特
殊
性
を
反
映
し
て
か
、
そ
の
立
場
は
困
難 

で
‘
あ
り
、
と
く
に
低
開
発
国
侧
の
失
望
を
ま
ね
：き
マ
も
'0

と
も
不
人
気
な
国
ど 

■な
.り
、
先
進
国
と
し
.て
の
立
場
と
ア
ジ
ア
の
：一
P
と
し
て
の
立
場
を
完
全
.に
'調 

:.

和
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
に
近
い
こ
と
を
悟
ら
ざ
れ
た
こ
ど
、
,
-八
、
' 

会
讓
は
、：

■

.
低
開
発
国
の
強
硬
採
決
に
上
り
、
.
先
進
国
侧
が
硬
化
し
た
が
>
.〉

結

局

議

長

：にょ
_ 

り
妥
協
が
な
り
最
終
議
定
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
' 
実
質
的
な
成
果
は
殆
ん
ど 

_み
.ら
れ
か
か
ら
た
と
ど
、
九
、
先
進
国
側
に
低
開
発
国
側
が
要
求
を
.
く
り
返
.

.

.

.:
■

評
,

ン.
：
-

パ.

：.

。

ン
：

.
：

.

-

■ 

.
,

' 

- し
、：
.先
進
国
が
防
戦
一
方
に
追
い
や
ら
れ
た
こ
と
、
.等
で
，あ
ろ
う
。

.
_

'
ti
た
会
議
ば
五
づ
の
奪
委
員
会
ス
第
一
委
員
会=

■一.次
產
品
、
第
. 一
—-
委

員

会
 

へ

=

製

品
•
半

成

品-'
第

ー

ー

萎

員

会
||
提
助
と
貿
易
外
収
支
、
第
四
委
員
会
=
機
構
、第 

五
委
貴
会：=

贤
易
原
則
、
1東
西
.贸
易
、
..._
地
域
統
合》
に
分
力
：れ
て
行
な
わ
れ
た
. 

こ
の
，各
委
員
会
^:
お
げ
る
討
議

•
勧
告
案
を
通
じ
て
.み
‘ら
れ
た
特
徴
的
な
点 

は

、

；

一
へ
、1

次
産
品
質
易
問
題
.に
お
い
て
は
，
.先
進
国
.の
市
場
拡
大
の
た
め
の 

.自
由
化
措
置
と
、
.
一'次
産
品
安
定
策
に
関
連
し
て
の
商
品
協
定
原
則
と
が
問
題 

と
な
K
、自
由
化
奴
方
向
の
：ほ
か
に
組
織
化
の
方
向
が
主
張
さ
れ
た
。ま
た
合
成 

..品

•代
替
品
の
生
産
，規
制
が
考
慮
さ
れ
.て
い
る
、
ニ
、
製
品
*半
成
品
問
題
の
討 

讓
の
中
心
は
？
特
恵
供
与
で
.あ
り
、
へ
低
開
発
国
間
の
い
べ
.ル
で
な
く
，
、先
進
国 

に
よ
る
供
^
が
.中
心
問
題
と
‘な
.っ
た
。
、日
本
の
場
合
、
低
開
発
国
の
輸
出
関
心 

.品
目
と
.の
競
合
関

.#
が
.も

：
，
っ
.
.
と

も

高

く

、

こ

の

結

果

.

.

.
低

開

発

国

産

工

業

製

品
 

,に
特
恵
を
与
え
.た
場
合
、
' 内
外
市
場
と
く
に
輸
出
市
場
.'で
も
.
0と

も

手

痛

-
^
打
 

撃
を
う
け
る
、
：(

本
論
.一
.三
四〜

一
1

5

三
、
.
.
.
第
三
委
員
会
が
も
っ
と
も
円 

滑
に
運
営
さ
れ
、
：各
国
の
合
意
が
成
立
.レ
た
。ハ
こ
.れ
は
先
進
国
と
し
て
は
貿
易 

面
よ
ヶ
も
援
助
面
の
方
が
国
.内
的
に
低
開
発
a'
-
の
.要
請
を
う
け
い
れ
易
い
立
場 

に
あ
..っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
、
.四
、
機
構
に
関
し
て
は
、
 

⑴

国
連
貿
易
開
発
会
議
を
国
連
の
枠
内
で
三
年
に
ー
度
開
催
ず
る
べ
⑵

会 

議
の
常
設
執
行
機
関
と
し
て
五
五
.力
国
が
ら
な
る
貿
易
開
発
理
事
会
を
設
立
す 

.
る
等
々
が
決
定
さ
忙
、

第
一
回
.の
理
事
会
が
一
九
六
五
年
四
月
五
日〜

三
〇 

日
、，：
—
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
、
五
、
第
五
委
員
会
で
は
、
賓
易
開
発
に 

関

す

：
る

一
.般
原
則
^
特
別
原
則
が
採
択
さ
れ
、
各
国
の
主
権
平
等
を
西
確
認
し 

.つ

..つ.普

遍

性

を

強

調

す

る

，
と

£■
..も
.：に
、_低
開
発
国
の
''開
発
促
進
の
^
め
に
各
分

、
 

九
三

(

七
八
五)



野
に
お
い
て
優
遇
措
置
を
と
る

こ
と
を
根
本
理
念
と
し
て
い
る
。

さ
ら
：に
別
の
一
章
；を
設
け
て
、
第
ー
囱
国
迪
贸
易
開
.発
会
議
以
後
の
国
㈱

a
 

関
に
お
.け
る
南
北
問
題
の
進
展(

G
A
T
T
.
E
C
L
A
.

 

E
O
A
F
E

等)

が
論
じ
ら
れ 

て
い
る
。
.
と
く
に
こ
の
う
ち
で
、：
ガ
ッ
ト
に
お
；い
て
.一
九
六
四
年
十
—*

月
'に
採
.
 

択
さ
れ
た「

貿
易
.と
開
発
の
.た
め
の
新
章

」

が
，
従
来
の
ガ
ッ

.ト
基
本
康
則
で
. 

あ
っ
た
世
界
員
#

に
お
げ
る
自
由
*'

無
差
別v

互
恵
主
義
の
#
え
方
を
全
く
修

正
す
る
方
向
に
向
っ
て
い
る
点
は
.、
.注
目
に
値
す
る
。

.

.

.

.

.

.
 

'
- 

•

第
三
部
の
南
北
問
題
と
.わ
が
国

の
経
済
政
策
に
私
い
て
は
，
員
業
政
^
、
M

_
 

業
政
策
、
重
エ
業
政
策(

鉄
鋼
，
重
機
械
、
軽
機
械)
、
軽

エ

業

政

策(

合
成
ゴ
. 

ム
、
雑
貨)

、

戡
維
政
策
の
备
産
業
部
門
別
と
、

貿
易
政
策
、
融

資

*.
'援
助
政 

策
、
産
業
構
造
調
整
策
と
に
分
け
て
、
本
論
の
半
分
を
さ
い
て
詳
細
な
分
析
が 

行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

の
產
業
の
立
場
か
ら
み

.

て
興
味
あ
.る 

も

の

で
あ
り
、
■と
く
に
資
料
的
な
意
味
で
は
重
要
で
あ
る
が
、
ご
こ
で
こ
れ
ら 

を
個
別
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の 

分
析
を
貫
く
迤
本
的
考
え
方
と
と
く
に

興
味
あ
る
点
を
の
ベ
る
に
と
'ど
め
る
。

ま
ず
菡
本
的
な
考
え
方
は
、
す
で
に
提
言
で
も
明
ら
か
で
あ
る
ょ
ぅ

に
、
長 

期

的
•
前
向
き
に
問
題
を
把
握
し
、
低
開
発
国
か
ら
の
一
次
産
品
‘
工
業
生
產 

物
の

.

輸
入
の
拡
大
が
、
基
本
的
に
は
わ
が
国
の

経
済
発
展
に
と
っ

て
も
の
ぞ
ま 

し
く
，

そ
め
た
め
に
、
產
業
構
造
の
高
度
化
、
製
品
の
高
級
化
が
要
請
さ
れ 

る
。
衰
退
的
な
産
業
は
、
産
業
構
造
転
換
に
ょ
り
放
棄
す
る
こ
と
が

の
ぞ
ま
し
■ 

く
、
こ
の
こ
と
が

最
近
よ
う
や
く
労
働
逼
迫
型
の
経
済
に
転
換
し
た
わ
が
国
に

.お

：
い

：
て

は

、

.
ぞ
の
：緩
和
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
.。
国
内
産
業
調
整
.の
た
め
の
.#( 

極
的
な
手
段
が
必
要
と
さ
れ
石
と
と
も
.に
、

援
助
.

(

長
期
信
用
供
与)

が
重
化 

;学
エ
業
品
_の
輸
出
と
結
び
0
.く
か
ぎ
り
、
產
業
転
換
^
の
契
機
を
与
え
る
こ
と 

に
も
な
る
：0
そ
.れ

と

と

も

；
に

、

.：
安

定

的

か

つ

安

価

な

輸

入

確

保

と

い

っ

た

^'
味
 

’で
め
輸
入
の
た
め
の
接
助
が
わ
が
崮
に
と
っ
七
は
重
要
で
あ
る
。

'
.

.

.

.
さ
ら
に
、
.
個
々
-
の
政
策
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
を
最
後
に
列
举
す 

れ
ば
、:•
一
、

殳
糧
管
理
㈣
^

の
再
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
バ

ナ
ナ
関
税 

(

七
〇
%)

や
紅
茶
の
自
由
化
問
題
に
み
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
、

一
部
生
産
者
の
反
対 

勢
力
の
た
め
に
大
局
的
見
地
に
立
つ
，勇
断
が
下
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
一
一
、

一
 

次
産
品
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
.鹿
品
の
特
性
、
性
格
の
ち
が
い
を
充
分
認

識 

し
、
区
分
し
て
の
接
近
•
把
握
が
必
要
で
あ
る
.こ
と
、
三
、
鉄
鋼
業
そ
の
他
に 

み
ら
れ
る
ょ
ぅ
に
低
開
発
国
の
同
種
企
業
の
発
展
に
対
し
、
わ
が
国
の
企
業
進 

出
、
合
弁
事
業
等
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
四
、

m 

本
の
中
進
国
的
性
格
、
中
進
国
的
賀
易
パ
タ
ー
ン
に
着
目
し
て
考
慮
す
る
必
要 

が
あ
る
こ
と
、
，五
、
：経
済
援
助
の
制
約
^
®
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
国
際
収 

支
の
制
約
は
、
援
肩
め
国
際
収
支
に
及
ぼ
す
影
響
は
比
較
的
小
さ
く
、
主
要
な 

'要
因
で
•は
な
い
こ
と
、
'六
、
.援
©
対
象
国
の
政
治
._経
济
事
情
に
応
じ
て
の
援 

助
形
態
と
し
て
、
上
述
の
提
言
と
は
ち
が
っ
た
四
.つ
の
グ
ル
I
プ
分
け
が
な
さ 

れ
て
い
る
こ
と(

四
八
六〜

四
八
八
頁)

-'
七
、
産
業
調
整
は
、
国
内
的
要
因(

経 

済
発
展
•
産
業
構
造
の
高
度
化)

.と
国
外
的
要
因(

世
界
全
体
の
需
給
関
係
の
変 

化)

か
.ら
生
じ
ノ
必
要
化
さ
れ
る
が
、

そ
の
基
本
的
方
向
は
同
一
で
あ
り
、
人 

為
的
調
整
揩
置
は
、
自
然
に
行
な
わ
れ
る
調
整
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ 

の
政
策
の
対
象
は
、
企
業
‘
労
働
者
にU

分
.さ
れ
る
こ
と
、
等
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
.わ
が
国
の
産
業
構
造
の
未
来
像
を
確
立
し
、
踪
合
的
立
場
か
ら 

国
民
経
済
の
利
害
を
は
か
り
つ
つ
、
南
北
問
題
に
対
処
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ 

に
お
い
て
、
時
間
的
要
素
を
い
か
.に
考
慮
す
る
の
か
が
も
う
一
つ
の
重
要
な
僴 

題
と
な
ろ
う
。

以
上
は
、
と
く
に
本
報
告
書
の
大
筋
、
大
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ま
と
め
た 

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
-€
>
で
き
な
か
っ
た
興
味
あ
る
資
料•

個 

別
的
分
析
が
、
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
か
か
る
問
題
に
関
心
あ
る
人
々
に
対 

し
て
、
本
書
の
一
読
*
参
照
を
お
す
す
め
し
た
い
。

.

本
報
告
書
の
意
義
は
、
漸
新
的
な
な
い
丄
は
理
論
的
に
ー
歩
つ
き
す
す
ん
だ
.
パ
 

分
析
に
あ
る
の
で
は
ぱ
く)

、
世
界
の
中
心
問
題
た
る
南
北
問
題
に
つ
い
て
、
そ 

の
本
質
•
基
本
を
明
確
に
と
ら
え
、
経
済
的
合
理
性
に
も
と
づ
い
て
総
括
的
か 

つ
よ
く
パ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
と
く
に
日 

本
と
い
う
立
場
か
ら
、
こ
の
問
題
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
の
基
本
的
考
え
方
を
.
 

明
ら
か
：に
し
て
い
る
。

木
報
告
書
に
も
ら
れ
た
南
北
問
題
に
関
す
る
新
し
い
通
念
.
常
識
が
、
痛
 々

す
べ
て
の
人
々
にi

又
け
入
れ
^
れ
、
.皆
の
常
識
化
し
て
い
く
こ
と
が
、

南
北
問 

■題
解
央
の
一
つ
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
よ
う
.に
®
わ
れ
る
。
長
期
的

.

.広
い

.
視

点-: 

に
立
っ
て
考
え
れ
ば
，
.；本
提
言
は
、
全
く
妥
当
な
も
の
で
あ
り
、
.
.世
界
経
済
の
. 

調
和
的
発
展
.
日
本
経
済
の
発
展
に
つ
.な
が
る

も
の
で
あ
り
、

究
極
的
に
は
利 

益
あ
る
も
の
と
な
ろ
う

と
く
に
我
が
国
に
お
い
て
は
、
南
北
問
題
に
対
す
る
基
本
的
態
度
、
方
針
が
‘

未
決
定
の
ま
ま
で
あ
り
、
狭
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
•
ィ
ン
テ
レ
ス
ト
な
い
し
短
期
的 

視
点
に
動
か
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
か
か
る
傾
向
に
対
す
る
啓
蒙
が
行
な
わ 

れ
、
基
本
的
方
向
づ
け
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
望
ま
れ
る
の
で
あ

本
報
告
書
に
関
し
て
、
も
っ
と
詳
細
か
つ
つ
っ
込
ん
で
検
討
す
れ
ば
、
数
多 

く
の
問
題
点
な
い
し
疑
問
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
最
初
に
あ
げ
た
、
四 

つ
の
本
書
の
意
味
’
特
徴
の
マ
ィ
ナ
ス
面
と
主
と
し
て
関
連
を
も
っ
て
い
る
。

主
要
な
も
の
と
し
て
は
、
第
一
に
、
本
問
題
の
基
本
を
な
す
低
開
発
国
の
発 

展
と
貿
易
と
の
関
連
、
意
味
に
対
す
る
分
析
が
行
な
.わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第 

'ニ
に
、
日
本
.に
中
心
が
■お
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
が
、
低
開
発
国
侧
の
条 

件

•
状
態
を
考
慮
し
て
の
各
政
‘策
の
効
果
分
析
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ 

と
、
第1

一

1

に
、
提
言
に
み
ら
れ
る
よ
ぅ
に
、

一
般
的•

抽
象
的
表
現
が
多
く
、
 

も
ぅ
少
し
提
言
の
具
体
性
と
実
現
化
の
究
明
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
るこ
 

と
、
.
.第
四
に
、
全
般
的
に
総
括
的•

辞
典
的
役
割
が
つ
上
す
ぎ
、
分
析
の
中
心 

点
が
不
明
確
な
き
ら
い
が
あ
り
ノ
提
言
*
分
析
の
再
整
理
が
な
さ
れ
、
重
点
的 

把
痕
が
な
さ
_れ
れ
.ば
.ー
1
の
ぞ
ま
し
.か
.っ
た
こ
と
、
第
五
に
、
分
析
の
基
礎
と 

■
しV

、

よ
り
明
確
な
日
本
経
済
の
将
来
像
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
打
ち
出
さ
れ 

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、：粤
で
あ
ろ
ぅ
。

.

'

と
ま
れ
、
' 世
界
経
済
.の
：現
実
的
展
開
*
要
請
に
対
応
し
て
、
か
か
る
ま
と
ま 

り
と
明
確
さ
を
も
っ
.た
本
報
告
書
の
価
値
は
非
常
に
大
き
く
、
現
在
の
と
こ
ろ 

唯
：一

.の
総
括
的
分
析
書
.で
あ
り
、：
多
く
.の
人
々
が
V
Jれ
を
読
み
、
そ
れ
を
迤
礎 

と
し
て
、
南
北
問
題
，に
関
す
る
.い
っ
そ
う
の
究
明
.
論
讓
が
行
な
わ
れ
、
ま
た 

政
策
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
.の
で
あ
る
。
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(
注
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こ

の

報

告

，書

に

先

立

.つ
次
の
報
告
書
も
注
貝
に
値
す
る
。
日
本
経
済
調 

;

#
:協
議
会『

低
開
発
国
経
済
と
日
本』
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特
に
朿
南
ァ
ジ
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を
中
心
と
し
て 

I

調
拖
報
告
六
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六
、
昭
和
三
八
年
九
月
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同

,1

:
方
向
を
め
ざ
し

_た
も
の
と
し
て
、
次
の
著
作
は
筑
要

..で
あ
る
。
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,『

財政政策入門

』

マ
ス
グ
レ
イ
ヴ
へ
の「

財
政
理
a.
l_
が
で
た
と
き
、
 

「

こ
ん
な
本
が
、
ぼ
く
の
大
学
院
時
代
に
'で
て
い
た 

な
ら
ば…

…
」

と
嘆
声
を
あ
げ
て
私
は
迎
え
い
れ
た 

こ
と
が
あ
る
。「

財
政
政
策
入
門」

を
手
に
し
た
と 

き
も
、「

大
学
時
代
に
こ
ん
な
本
が
ほ
し
か
っ
た
の 

に…
…
」

と
思
わ
ず
溜
息
を
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
 

当

時

は

ヶ

イ

ン

ズ

革

命

の

熱

病

が

財

政

学

.
に

も

感

染

. 

し
、
突
如
と
し
て
猛
威
を
ふ
る
.い
は
じ
め
た
•フ
ィ
ス 

ヵ
ル

.
ポ
リ
シ
ー
の
理
論
も
、
財
政
理
論
で
占
め
る 

べ
き
座
席
が
空
中
に
う
い
て
い
た
古
代
で
あ
っ
た
。

か
れ
こ
れ
思
い
か
え
し
な
が
ら
こ
の
本
を
一
読
し 

て
み
た
。
.
ほ
と
ん
ど
の
章
は
新
幹
線
で
つ
っ
ぱ
し
る 

よ
う
■.に
よ
め
た
が
、
..あ
る
章
で
は
徐
行
ま
た
徐
行
と 

い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
軽
快
な
ス
ピ
ー
ド
で
よ
め 

た
章
は
、
大
体
の
と
こ
ろ
マ
ス
ダ
レ
イ
ヴ
の「

財
政 

理
論」

め
解
説
な
い
し
は
要
約
で
あ
る
と
気
が
.つ
い 

允
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
本
は「

財
政
理
論」

.を

勉

強

す

る

さ

い

：
，
の
'
サ

ブ

ノ

ー

ト

に

つ

か

う

こ

と

も

で
 

き

る

わ

け

で

あ

，
る

.'
<
>タ
ィ
卜
ル
：
は

ご

ら

ん

の

.と

.お
り 

「

入
門」

と
.̂

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
た
だ
の
入
門
書 

だ
と
思
い
こ
ん
で
気
を
ゆ
る
め
.て
よ
ん
だ
ら
少
々
手 

ご
わ
い
か
も
し
れ
な
い
0 

.土
俵
が
か
な
り
ひ
ろ
い
か 

•ら
、
各
章
の
末
尾
に
あ
げ
て
あ
る
参
考
文
献(

こ
.の 

文
献
の
選
び
方
は
き
わ
め
.て
適
切)

を
'手
.が
か
り 

に
、
積
極
的
に
こ
れ
か
ら
の
勉
強
の
橋
頭
堡
に
し
よ
. 

う
と
い
う
心
が
ま
.え
が
必
要
で
あ
ろ
う
，

.

徐
行
し
た
と
こ
ろ
.は
、
.「

V 

•経
済
の
成
長」

で
- 

あ
る
。
 

な
か
で
も
、
 

ほ
と
ん
ど
ス
ト
ッ
プ
し
て
前
へ 

す
す
め
な
か
っ
た
.の
は
、

マ
ス
グ
レ
ィ
ヴ
型
の
均
衡 

成
長
政
策
が
、
短
期
的
か
つ
政
策
的
で
あ
り
流
通
面 

の
分
析
に
重
点
が
.お
か
れ
、.
他
方
、

ハ
ロ
ッ
ド
"
ド 

1
マ
丨
型
.

Q

成
長
理
論
で
は
、.
.長
期
的
.か
.つ
計
画
目 

標

的

で

，
あ

っ

て

生

產

面

の

分

析

に

重

4

が
お
か
れ
フ 

両
者
は
問
題
を
扱
う
角
度
が
く
い
違
い
、
結
び
つ
き 

が
た
ぃ(

1

六
四〜

五
頁)

と
い
う
指

摘

で

あ

る

。
.
，

一
 

:

般
に
は
む
し
ろ
、
ハ
ロ
ッ
ド=

ド
I
.
マ

ー

型

の

成

長

理
 

論
を
基
礎
と
し
て
、
' マ
ス
グ
レ
ィ

ヴ

.

型
の
均
衡
成
長 

政
策
が
な
り
た
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
結
び
つ
か
な 

か
っ
た
な
ら
ば
か
え
っ
て
困
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ 

う
。
数
式
の
展
開
に
し
て
も
，

一
六
三
頁
の
三
行
目，

 

は 

R
y
=cv〔

ts
I
+
c

(

l—

ts
J) l

g
(
l

 —

 70
〕

と
■な
る
べ
き

'

た

力

ら

七

行

目

も
'

.

^

^

'
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+
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(1

1
C)

 

'

と
な
る 

は
ず
で
あ
る
。
' 

こ
の

.

寧
は
マ
ス
ダ
レ
ィ
ヴ
よ
り
も
前 

:

進
し
よ
う
と
：い
う
意
欲
が
あ
ら

わ
れ
て
い
る

だ
け 

に
、
か
え

っ
て
ス
リ

.

ッ
プ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
野
球 

で
い
え
ば
措
し
む
べ
き
オ
ー
バ
ー

♦

ラ
ン
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
各
章
の
執
進
者
の
顔
ぶ
れ
を
み
れ
ば
わ 

か
る
と
お
り
、
財
政
政
策
の
.そ
れ

ぞ

れ

の

.
分

野

で

声
 

価
を
確
立
し
た
最
適
任
卷
が
選
ば
れ
て
い
る
た
め
、
 

読
者
ば
安
心
し
て
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
だ 

が

一
定
の
距
離
を
お
く
こ
と
が
、
財
政
政
策
.の
理
論 

を
マ
ス
タ
ー
す
る
近
道
で
あ
ろ
う
。
大
学
三
.
，四
年 

生
に
薦
め
た
い
。

執
筆
分
担
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。<

1
>

財
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政
策
と
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な
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か(
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下
和
夫)

.<
n
>

資
源
の
配 

分

(

水
野
正
.

一
)

.〈

田〉
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熊
一
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•
<IV
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安
定(
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璋
仁)

A
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の
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